
日
本
野
鳥
の
会

佐
渡
支
部

七
十
周
年
記
念
写
真
展

春
の
鳥

夏
の
鳥

展
示
期
間

令
和
６
年
４
月

日
（
土
）
か
ら

27
５
月

日
（
日
）
ま
で

19

展
示
説
明
会

令
和
６
年
４
月

日
（
土
）
午
前

時

27

10

渡
り
鳥
の
島

佐
渡

展
示
期
間

令
和
６
年
５
月

日
（
火
）
か
ら

21
６
月

日
（
日
）
ま
で

16

展
示
説
明
会

令
和
６
年
５
月

日
（
土
）
午
前

時

25

10

主
催

日
本
野
鳥
の
会

佐
渡
支
部

共
催

新
穂
の
歴
史
と
民
俗
を
考
え
る
会

新
穂資

料
館

友
の
会
だ
よ
り

第
五
十
三
号

探
鳥
会
の
お
知
ら
せ

期
日

令
和
６
年
６
月
２
日
（
日
）

時
間

午
前
５
時
～
８
時
終
了
予
定

場
所

杉
池
キ
ャ
ン
プ
駐
車
場
（
現
地
集
合
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

土
屋
正
起

0
9
0
-
4
5
3
2
-
7
5
8
3

「
日
本
野
鳥
の
会

佐
渡
支
部
」
の
設
立

七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
写
真
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

支
部
は
１
９
５
５
年
１
月
１
５
日
に
日
本

野
鳥
の
会
１
２
番
目
の
支
部
と
し
て
承
認
さ

れ
た
歴
史
あ
る
支
部
で
す
。
当
初
は
数
人
で

の
発
足
で
し
た
が
、
現
在
は
普
通
会
員
６
５

人
、
家
族
会
員
６
人
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

佐
渡
島
は
ト
キ
の
再
導
入
で
世
界
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
ト
キ
ば
か
り
で
な

く
日
本
海
に
浮
ぶ
島
と
し
て
特
有
な
自
然
環

境
を
も
ち
、
固
有
の
野
生
生
物
が
生
息
す
る

こ
と
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
と
言
え
ま
し
ょ

う
。今

回
の
写
真
展
は
半
ば
で
展
示
替
え
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
展
示
説
明
会
や
探
鳥
会
も

実
施
さ
れ
ま
す
。
写
真
を
鑑
賞
す
る
と
と
も

に
野
鳥
の
会
の
活
動
や
そ
の
歴
史
に
も
理
解

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

稲
穂
の
つ
ぶ
や
き)

二
月
と
三
月
が
入
れ
替
わ
っ
た
よ
う
な
天

候
が
続
き
、
春
到
来
は
足
踏
み
か
と
思
わ
れ

た
日
々
、
風
が
お
さ
ま
っ
た
の
を
機
会
に
水

稲
苗
ハ
ウ
ス
を
準
備
し
た
。

穏
や
か
な
陽
光
を
感
じ
な
が
ら
作
業
し
て

い
る
と
、
背
後
で
け
た
た
ま
し
い
鳴
き
声
が

す
る
。
雉
子
が
縄
張
り
を
主
張
し
合
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
ど
う
し
て

も
譲
れ
な
い
線
が
近
く
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

立
派
な
雄
が
蹴
爪
を
立
て
て
飛
び
か
か
り
合

う
の
を
見
か
け
た
こ
と
も
あ
る
。
人
は
警
戒

す
る
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
。

そ
う
言
え
ば
、
タ
ヌ
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
テ

ン
や
イ
タ
チ
の
姿
も
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
は
て
さ
て
、
こ
れ
は
豊
か
な
自
然

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
い
い
の
だ

ろ
う
か
。

（
若
）

新
穂
歴
史
民
俗
資
料
館

０
２
５
９
（
２
２
）
３
１
１
７

※
入
館
料

大
人

円

小
中
学
生

円

200

100

（
た
だ
し
、
佐
渡
市
民
で

歳
以
上
の
方
の
入
館

65

料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
確
認
で
き
る
運
転
免

許
証
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
）

※
月
曜
休
館
・
入
館
は
午
後
４
時
半
ま
で

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

【
令
和
６
年
４
月
１
０
日

発
行
】


